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国
民
所
得
と
財
政
支
出

〈

一

)

況

昭
和
二

十
年

八

月

八
・
七

七
・五

五
・凹

八
・
o

四五
・
七

四
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一
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二
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・一一一

一
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七
一

・四

凶
八
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五
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・

o

二
て
五

一
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・
二

一
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十

月

一
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四
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一
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今
年
度
予
算
は
国
庫
収
支
の
上
で
は
一
応
均
衡
を
示
し
、
そ
の
意
味
に
於
て
健
全
財
政
と
謡

わ
れ
て
い
る
が
、
国
民
経
済
全
体
の
立
場
か
ら
見
て
こ
の
財
政
支
出
は
果
し
て
均
衡
E
つ
健
全

な
も
の
と
称
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
米
国
の
前
商
務
長
官
へ
ン
リ
1

・
ゥ
ォ
l
レ
ス
は
そ
の
著

国

民

所

得

と

財

政

支

出

昭
和
二
十
一
年

六

月
二
五
・七

国
民
経

一昭済
毛円研
'1..... ?也
ι- .:n. 
-:- 1，お
十ム
ー- ::z:;; 月五2詞
加
重
算
術
平
均

月

十

月

一七
・七
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・
八

七
・九

三
五
・四

二
回
・
入

-一四
・五

二
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・
o

六
六
・二

二
五
・二
八
・七

一
四
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二
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ムハ
・ムハ

四
一ご
・
二

二
七
・
o
七・

o

阻
六
・
七

一
八
・
六

三
四
二

L
¥

・j・h
-ノ
・
a寸ノ

三
九
・
二

=
一入
・四

一一

一・
凹

七
・
三

一
五
・
=

一
八
二

五
一
エ
ハ

四
六
・六

二
八
・

o

五
六
・六

五
七
・九

二
0

・。

六
0
・九

三
八
二

一一
一一一ニ

一

六
四
・
0

四
六
・三

一
一
三
・
七

二
五
二

五
四
・
o

四
九
e

三

四
五
・コ
一

五
0
・0

二
八
・七

四
五
・

一
一一. 
一一

五
八
・
o

ムハ一一
一・一一一

一
二
一

・四

五
八
・九

五
八
・
五

七
八
・
八

二
三
一
・五

二二
一・
八

一一五
・
o

二
回
・六

九
・五

四
0
・五

四
0
・七

二
0
・七

二一

・
o

一
九
・七

二
-
一・九

「
六
千
万
人
の
一
屈
僻
」
に
於
て
、
単
な
る
政
府
の
蔵
出
入
の
み
な
ら
ず
国
民
の
凡
ゆ
る
部
分
が

年
々
消
費
す
る
凡
ゆ
る
も
の
を
含
め
た
国
民
経
済
全
体
と
し
て
の
予
算
、
い
わ
ゆ
る
国
民
予
算

な
る
概
念
を
設
け
、
年
々
の
国
民
総
生
産
額
に
対
・
応
し
て
国
民
所
得
の
消
費
面
を
構
成
す
る
政

府
消
費
(
財
政
支
出
)
、
個
人
消
費
、
企
業
消
費
(
資
本
形
成
)
の
一
一
一
者
を
適
当
な
比
率
で
組
合

せ
、
以
て
完
全
雇
傭
実
現
の
た
め
の
国
民
生
産
を
確
保
し
、
経
済
全
休
の
話
、
設
な
発
展
を
図
る

べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
が
、
財
政
支
出
は
国
民
所
得
の
消
費
而
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
と

し
て
、
こ
の
国
民
予
算
の
観
点
か
ら
更
に
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。

今
年
度
の
予
算
純
計
は
二
、
三
三
O
億
円
、
一
般
会
計
の
み
で
も
一
、

一
閏
五
億
円
に
上

り
、
金
融
再
建
補
償
金
と
し
て
の
受
付
公
債

一
O
O億
円
を
控
除
す
れ
ば

一
、

O
四
五
億
円
が



震ι
h隅

説
〈
そ
の

般

一、-'
経

済

-
応
政
府
に
よ
っ
て
財
貨
、

労
務
の
購
買
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
L

な
る
。
仮
り
に
今
年
度
の
国

民
所
得
を
五
千
億
と
見
れ
ば
政
府
消
費
は
そ
の
二
O
%
、

四
千
億
と
す
れ
ば

二
五
%
に
相
当

し
、
こ
れ
に
今
年
度
よ
り
著
増
の
傾
向
に
在
る
地
方
財
政
支
出
を
加
え
れ
ば
、
政
府
消
費
が
国

民
所
得
中
に
占
め
る
割
合
は
更
に
大
き
〈
な
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
か
L
る
政
府
消
費
の
増
大

は
国
民
所
得
の
他
の
二
つ
の
部
分
、
即
ち
個
人
消
沈
及
び
資
本
形
成
を
圧
迫
せ
ず
に
お
か
な
、

が
、
現
下
の
我
国
に
於
て
資
本
形
成
は
経
締
再
処
の
た
め
に
極
め
て
罫
妥
な
山
地
味
を
持
品
。
、
個

人
消
針
も
ま
た
閏
民
の
最
低
生
活
水
準
隣
保
の
点
か
ら
見
て
若
し
〈
庄
一
新
す
る
こ
と
は
困
難
と

す
れ
ば
、
こ
L
に
巨
額
の
財
政
支
出
が
加
わ
る
こ
と
は
、
戦
争
の
結
果
若
し
〈
減
少
し
て
い
る

国
民
所
得
(
国
民
総
牛
廷
)
の
上
に
政
府
と
企
業
と
側
人
の
そ
れ
ぞ
れ
絶
対
的
な
意
味
を
持
つ
消

費
が
競
合
す
る
こ
と
L

な
り
、
必
然
的
に
物
航
高
崎
、
イ
ン
フ
レ
激
化
を
招
来
す
る
の
み
な
ら

ず
、
資
本
形
成
は
ほ
と
ん
ど
困
難
と
な
り
、
現
在
問
椴
蓄
積
資
本
の
喰
込
み
を
続
け
る
可
能
性

は
頗
る
大
会
く
な
る
。

財
政
支
出
が
回
民
所
得
中
に
占
め
る
削
合
は
来
し
て
ど
の
程
度
を
以
て
妥
当
と
し
、

且
又
そ

れ
は
問
民
経
済
に
如
何
な
る
影
特
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
う
か
。

(一一)

い
支
戦
前
の
各
国
に
於
け
る
国
民
所
得
と
財
政
支
出
の
聞
係
に
つ
い
て
見
る
と
、

年
よ
り
一

九
一
二
八
年
に
至
る
問
に
、
全
般
的
に
財
政
支
出
は
逐
年
増
加
の
傾
向
を
示
し
、
殊
に

一
九
二
九

国
際
関
係
が
険
悪
化
を
示
せ
る

一
九
三
六
年
以
降
は
勿
論
、
そ
れ
以
前
の
不
況
時
代
に
於
て
す

ら
こ
れ
が
減
少
の
傾
向
は
見
ら
れ
な
い
。
か
L
る
財
政
支
出
増
加
の
原
因
は

制
不
況
則
に
於
け
る
国
民
生
活
保
瓶
の
た
め
の
社
会
事
業
政

同
不
況
打
開
を
目
棋
と
す
る
失
業
救
折
及
び
公
共
土
木
工
耶
貸

付
国
際
附
係
緊
迫
化
に
伴
う
持
軍
備
費

等
の
増
加
に
求
め
る
こ
と
が
で
会
ょ
う
。

一
方
闘
民
所
得
は
不
況
則
に
於
て
若
干
の
減
少
を
免
れ
得
な
か
っ
た
も
の
L
そ
の
後
逐
次
増

加
す
る
に
歪
り
、

こ
れ
と
共
に
財
政
支
出
は
更
に
噌
加
を
示
し
て
、
財
政
支
山
が
国
民
所
得
中

に
占
む
る
削
八
日
は
一

九
二
九
年
以
昨
哨
加
の
二
組
合
辿
っ
て
い
る
。
そ
の
比
本
は
比
般
的
低
い

米
国
及
び
カ
ナ
ダ
、
比
較
的
高
い
フ
ラ
ン
ス
及
び
ハ

ン
ガ
リ
ー
を
例
外
と
す
れ
ば
通
常
二
O
%

四

を
示
し
て
い
る
。

前
後
で
、
我
が
悶
の
場
合
は

一
九
二
九
年

一
五
%
、

三
三
年
二
O
第
、
一二
六
年
一
七
%
の
数
字

国

名

九喜平

国
民
所
得
中
の
財
政
支
出
の
比
率

一九
五冒一年

一
生
九
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間
以
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文
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H
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側
人
消
貨
は
脱
皮
に
圧
縮
さ
れ
る
が
、

し
か
も

最
低
生
活
水
離
の
確
保
は
戦
争
の
遂
行
そ
の
も
の
L
た
め
に
も
必
要
で
、
政
府
消
貨
の
増
大
は

結
局
資
本
形
成
の
激
減
乃
豆
は
蓄
和
資
本
の
喰
込
み
を
生
ず
る
に
至
っ
て
い
る
の

に
淫
し
た
一

九
回
一一一
年
に
は
米
国
は
四
九

・
九

%
、

米
、
英
両
国
の
財
政
支
出
が
国
民
所
得
・
中
に
占
め
た
制
合
は
左
表
の
如
〈
、

半
を
示
し
て
い
る
。

戦
争
が
最
高
潮

抗
凶
は
ム
ハ
二

・
七
%
と
何
れ
も
般
市
の
数



国

民

所

得

中

の

財

政

支

出

一
九
一
こ
λ
年

(
鬼
)

九

年

。
年

四

英米

一
八
・

一
七
・二

国

一
七
・
二

二
四
・七

五
二
・

o

国

財
政
支
出
の
大
部
分
は
軍
事
消
費
で
再
生
産
過
程
に
投
ぜ
ら
る
L
こ
と
な
く
消
耗
さ
れ
、
財

政
支
出
の
過
大
か
ら
英
国
で
は
一
丸
岡
O
年
以
降
蓄
積
資
木
の
喰
込
み
を
生
ず
る
に
至
り
、
芝

大
な
る
生
産
力
を
誇
る
米
国
に
於
て
す
ら
蓄
積
喰
込
み
に
ま
で
至
一
ら
な
か
っ
た
も
の
へ
資
本

形
成
は
逐
次
讃
滅
し
、
一
九
四
一
年
に
国
民
所
得
の
一
五

・
八
m
却
を
占
め
た
も
の
が
一
九
四
四

国

民

所

符

中

の

資

本

形
成
(
%
〉

一
九
三
八

年

九

年

国

一一一. 
} 

一一

O
 

一
五
・ 年

凶

英米

四
・六

一
・四

(ー}

国

個
人
消
費
が
最
低
を
示
し
た
の
は
同
じ
〈
一

九
四
三
年
で
米
国
で
は
凹
λ
・七
%
、
英
国
で
は

四
九

・
三
銘
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
実
質
的
内
容
を
見
れ
ば
米
国
に
於
て
は
一
九
三
九
年
の

個
人
消
費
六

一
七
億
弗
に
対
し
七
三
四
億
弗
ご
九
三
九
年
価
格
基
準
)
と
一
九
%
向
上
し
て
い

る
の
に
対
し
、
英
国
で
は

一
九
三
八
年
の
四
二

五
O
百
万
磁
か
ら
四
三
年
の
三、
二
九
二
百
万

蕗
(
一
九
三
八
年
価
格
基
準
)
と
一

一一

%
切
下
げ
ら
れ
て
居
り
、
コ
ム
バ
イ
ン
ド

・
プ
ロ
ダ
ク
シ

ョ
ン
・ボ
E
ド
の
発
表
に
よ
れ
ば
、ス
ト
ッ
ク
消
費
を
含
む

一
九
四
四
年
中
の
個
人
消
費
は
米
国

で
は
戦
前
に
比
し

一
二
銘
増
加
せ
る
に
対
し
、
英
国
で
は
逆
に
一
-
一
括
の
減
少
を
示
し
て
い
る
。

最
低
生
活
水
準
の
限
界
は
固
に
よ
っ
て
異
り
、
平
常
の
生
活
水
準
が
高
度
な
る
固
に
於
て
は

切
下
の
余
地
は
相
当
残
さ
れ
、
然
ら
ざ
る
場
合
に
は
切
下
の
余
地
は
紗
い
と
見
ら
れ
る
が
、
と

も
か
〈
米
、
英
に
於
て
個
人
消
費
が
閣
民
所
得
の
五
O
%以
下
の
例
を
示
し
た
こ
と
は
注
目
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。米

国

の

国

民

所

得

梢

成

比

率

政

府

支

出

民
間
消
費

資
本
形
成

戦

%
 

で八
二

O
A
N
 

--一
・一

非

戦

争%
 

一
六
・六

争
%
 

一
・五

合

ノ
o
d
，，
 

六
九
・
中ハ

一
九
三
九
年国

民

所

得

と

財

政

支

出

四

年

一一

・
-

六
一

・四

四

五f:

四

三

年

四
九
・九

六
二
・
七

四

四

年

四

五

年

四

一・
二

五
九
・玉

四
九
・一

六
0
・五

凶
て
九

五
五
・七

年
に
は
僅
か
一

・
O
%
が
こ
れ
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
尤
も
こ
れ
は
民
間
企
業
の

資
木
形
成
で
、
戦
時
中
米
、
英
両
国
と
も
財
政
支
出
の
形
で
軍
需
工
場
の
設
備
拡
張
が
行
は
れ

て
い
た
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
。

四

年

一
五
・八

(→ 

一
七
・
二

一
九
四
O
年

四

一
年

四
二
年

四
=
一年

四
四
年

四
五
年

四
六
年

(
巡
準
月
館
刊
に
制
時
る
)

(→ 
四

年

五
・
0

四

て
四

{一)

二一一
・
o 年

{ー)
七
-
一一
・

四
て
=

四
九
・九

四
九
二

四
一

・丸

二
0
・
五

英

国

の

国

民

所

得

構

成

比

率

政

府

支

山

一
九
三
八
年

三
九
年

四
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五
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一
五
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五
・
0
て
四
て
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四
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二
子
五

(
推
定
)

資
本
形
成

四%
_，_ ，、、
一
・問

一占ハ
・

一
七
・



主ι
百隅

説
(
そ
の

'--" 

経

済

般

一
九
四
二
年

四
三
年

四
四
年

四
五
年

(
市
内
政
府
白
書
に
鎚
る
〕

五
二
・五

五
六
・
o

七
・
o
五
九
・五

六
二
・七

五
二
・八

付

四
九
・三

村

五

一

二

付

五
四
・O

H

一一. 

六
・七

一
ご
・
o

五
四
・
o

占ハ
・
五

六
・八

六
0
・五

五
五
・
七

一
一
二ハ

九
・七

四
八
・九

〈
四
)

ソ
連
に
於
て
は
生
産
拡
張
に
重
点
を
置
含
、
国
民
所
得
中
の
ほ
い
よ
こ
O
M
m
を
資
本
形
成
に
振

向
け
て
驚
異
的
な
霊
工
業
の
発
展
に
成
功
し
た
。

ソ

連

の

国

民

所

得

構

成

比

率

資

木

形

成

消

忽

一
九
・問

11. 

山
探

鉱

八

0
・六

七

一・
九

全
国
民
所
得
一O
O
一O
O
一0
0
一O
O

九

年

三

一
年

三

二

年

三

七

年

四

二

年

二

七

・七

〈
泌
鉄
湖
盗
「
ソ
連
郊
の
国
民
生
前
」
に
拠
る
〉

こ
れ
に
よ
る
と
ネ
ツ
プ
の
末
期
頃
迄
は
消
費
が
悶
民
所
得
の
大
部
分
を
占
め
て
い
た
が
、
第

一
次
五
ヶ
年
計
岡
以
来
生
産
拡
張
の
た
め
の
資
木
蓄
秘
に
重
点
が
置
か
れ
、
消
費
部
分
が
圧
縮

さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
消
賀
中
財
政
支
出
の
占
む
る
割
合
は
当
該
年
度
前
格
に
よ
る
国

民
所
得
が
発
表
さ
れ
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
が
、
巨
額
の
国
防
費
を
中
心
と
す
る
国
・
家
行
政

費
、
文
化
、
社
会
施
設
の
如
き
国
民
の
共
同
消
費
部
分
を
援
引
け
ば
国
民
の
側
人
消
貨
が
如
何

に
切
下
げ
ら
れ
た
か
は
想
像
に
難
〈
な
い
。
か
く
の
如
き
資
本
形
成
の
強
行
は
ソ
辿
の
如
き
全

体
主
義
、
凶
家
に
於
て
始
め
て
可
能
な
る
も
の
で
、
米
国
に
於
て
は
国
民
所
得
中
の
資
木
形
成
は

戦
前

一二

・
三
%
で
、
戦
争
の
為
め
に
設
備
が
大
拡
張
せ
ら
れ
た
四

一
年
に
於
て
も

一
五
・

八
銘
に
止
っ
て
い
る
。

米
国

の
国
民
所
持
に
於
け
る
資
木
形
成
(
%
)

一

九

三

七

年

三

八

年

三

九

年

四

O

年

二
一一・
二

九
・主

(
巡
航
平
月
初
に
拠
る
〕

二
八
二

二
六
・
九

二
七
二

七
三
・

七
二
・九

d七

一O
O

四

年

四

二

年

一一一. 
一一一

一
五
・二

一
五
・
八

五・

o

...L 
ノ¥

(
五
)

国
民
所
得
の
均
衡
せ
る
構
成
は
そ
の
与
え
ら
れ
た
環
境
及
び
目
的
に
よ
っ
て
当
然
異
つ
で
ぐ

る
が
、
ウ
オ
1
レ
ス
は
「
六
千
万
人
の
一躍
術
」
の
中
で
、
六
千
万
人
の
雇
傭
実
現
の
た
め
の
米
国

の
国
民
所
得
を
二
千
億
弗
と
想
定
し
、
そ
の
構
成
比
率
の
組
合
せ
と
し
て
次
の
五
つ
の
類
型
を

挙
げ
て
い
る
。

一
八

二
九
年
型

政

府

型

企

業

型

消

費

者

型

消
費
者
企
業
型

政
府
消
費
0
3
 

一7
0

d
Z釘

忽
一O
O
一0
0
一O
O
一0
0
一0
0

個
人
消
費
%
 

七
一

・

o

六
0
・O

六
五
・O

七
0
・0

一覧
冗本
・'%形
O 成

一二
二・
五

七
・
五

一
七
・五

一
七
・
五

一
七
・玉

一
二
・
王

一
七
・王

六
七
・五

一
五
・
0

ウ
オ
l

レ
ス
は
と
の
う
ち
「
政
府
型
」
は
政
・
加
支
出
の
過
大
か
ら
公
債
増
発
及
び
不
健
全
財
政

に
伴
い、

「
一
九
二
九
年
型
」
は
政
府
支
出
の
過
小
な
の
に
対
し
て
個
人
消
費
と
資
本
形
成
が
多

額
で
、
ブ
ー
ム
的
不
位
全
性
を
含
む
も
の
と
し
、
結
局
完
全
雇
姉
実
現
の
国
民
予
算
の
「
型
」
と

し
て
は
「消
費
者
型
」
若
く
は
「
消
費
者
企
業
型
」
を
最
も
適
当
と
し
て
い
る
。
彼
の
場
合
は
完
全

鹿
怖
を
目
的
と
し
て
国
民
予
却
の
「
型
」
が
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
現
下
の
我
国
に
於
て
は
イ
ン

フ
レ
1
シ
ヨ
シ
抑
圧
、
経
済
再
建
会
中
心
に
考
え
れ
ば
、
国
民
の
生
活
水
準
切
下
は
必
然
的
な

喪
請
で
あ
り
、
国
民
予
算
の
「
製
」
と
し
て
は
ウ
オ
i
レ
ス
の
所
部
「
政
府
型
」
が
一
応
そ
の
目
的

に
適
う
も
の
と
い
え
よ
う
。

国
民
所
得
に
関
す
る
統
計
の
不
備
か
ら
正
確
な
る
数
字
を
伯
仲
べ
ぐ
も
な
い
が
、
い
ま
今
年
度

の
国
民
所
得
を
極
く
大
ま
か
に
見
て
四
千
億
円
乃
至
五
千
億
円
の
問
と
す
れ
ば
、
此
の
国
民
所

得
は
閲
を
考
慮
し
た
物
価
勝
貨
を
略
々
五
O
倍
と
押
え
て
戦
前
倒
枯
の

λ
0・
低
円
乃
至
一

0
0

億
円
に
柑
当
し
二
九
三
六
年
の

一
三
O
億
円
に
比
し
二
三
鬼
乃
至
三
八
%
の
低
下
で
あ
り
、
工

業
生
産
が
戦
前
の
二
五
%
乃
至
三
O
%
に
低
下
し
て
い
る
実
情
か
ら
す
れ
ば
、
国
民
所
得
の
突

質
的
低
下
は
更
に
著
し
い
も
の
と
見
ら
れ
る
。
戦
時
中
よ
り
現
在
に
亘
る
久
し
い
耐
乏
生
活
に

過
去
の
蔀
秘
も
殆
ど
消
耗
し
て
い
る
現
在
、
国
民
の
最
低
生
活
維
持
の
た
め
に
は
個
人
消
費
の

み
で
も
国
民
所
得
の
入
O
乃
歪
九
O
括
合
占
め
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
、
最
少
限
の
政
府
支
出

及
び
資
本
形
成
を
考
慮
す
れ
ば
、
国
民
予
算
の
型
は
政
・
附
消
費
一
五
第
、
個
人
消
賀
八
O
%
、



資
木
形
成
主
%
が
略
々
適
当
で
あ
る
う
。
然
る
に
今
年
度
予
算
が
国
民
所
得
の
こ
O
乃
至
二

五
銘
を
占
む
る
と
せ
ば
政
府
消
費
と
個
人
消
費
の
ご
者
の
み
で
国
民
総
生
産
を
超
過
し
、
両
者

の
競
合
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
激
化
を
招
来
す
る
は
必
然
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
生
産
再
開
の

た
め
の
資
木
形
成
も
お
ぼ
つ
か
な
い
結
果
と
な
ろ
う
。

敗
戦
固
に
於
け
る
財
政
膨
服
及
び
国
民
生
活
水
準
の
切
下
は
必
然
的
な
要
請
で
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
に
於
て
は
一
九
四
六
年
度
予
算
は
国
民
所
得
の
二
O
%
、
四
七
年
度
に
は
四
O
M
却
を
占

め
、
国
民
の
生
活
水
準
を
最
低
限
度
に
圧
縮
し
た
と
伝
へ
ら
れ
て
い
る
が
、
我
が
国
の
場
合
は

前
述
せ
る
如
〈
生
活
水
準
は
附
々
限
界
に
述
せ
ん
と
し
て
お
り
、
政
治
的
社
会
的
見
地
か
ら
し

て
最
低
生
活
維
持
の
仙
献
を
現
在
よ
り
著
し
〈
低
〈
定
め
る
こ
と
は
困
難
と
見
ら
れ
る
。
従
っ
て

こ
与
に
巨
額
の
財
政
支
出
が
加
わ
れ
ば
国
民
所
得
は
全
部
消
費
せ
ら
れ
て
、
あ
ま
つ
さ
え
蓄
積

資
本
の
喰
込
み
を
生
ず
る
に
至
る
。
結
局
今
年
度
予
算
は
国
際
収
支
の
均
衡
に
も
拘
ら
ず
、
国

民
所
得
よ
り
見
れ
ば
な
ほ
過
大
で
此
の
点
よ
り
す
る
物
価
高
騰
の
要
因
を
含
む
も
の
で
あ
り
、

敗
戦
固
と
し
て
財
政
縮
減
が
悶
難
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
阻
止
、
資
本
形
成

の
た
め
に
は
生
活
水
準
を
更
に
極
力
引
下
げ
る
と
共
に
外
資
導
入
を
懇
請
す
る
こ
と
が
絶
対
に

必
要
な
り
と
の
結
論
に
達
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
(
積
山
〉

生
産
物
賠
償
と
我
国
経
済

昭
和

m
・
7
・

|

生
産
物
賠
償
に
関
す
る
経
線

ハ
一
)

対
日
賠
償
問
題
の
最
近
の
助
き
と
し
て
、
去
る
五
月
二
十
日
極
東
委
員
会
に
於
て
生
指
物
賠

償
方
式
の
プ
削
採
用
が
決
定
せ
ら
れ
た
。
之
は
迎
合
同
の
対
日
賠
償
政
策
に
於
け
る
注
目
す
べ

き
転
換
で
る
り
、
我
国
経
済
に
も
影
響
砂
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
依
っ
て
以
下
本
問
題
に
付

含
若
干
の
考
察
を
加
え
た
い
。

元
来
対
円
賠
償
の
根
本
規
定
た
る
一
九
四
五
年
七
月
二
十
六
円
附
ポ
ツ
ダ
ム
宜
一言
は
、
特
に

設
備
賠
償
と
限
定
し
て
い
る
飢
で
は
な
い
。
し
か
し
ド
イ
ツ
の
先
例
に
徴
し
、
又
「
陣
伏
後
の

生

産

物

賠

償

と

我

国

経

済

日
本
に
対
す
る
米
国
初
期
の
政
策
」
等
に
覗
わ
る
L
米
国
側
点
針
に
問
し
、
従
来
敵
備
賠
償
の

み
が
考
慮
さ
れ
て
い
た
処
、
五
月
二
十
円
極
東
委
員
会
は
日
木
か
ら
の
賠
償
は
生
産
物
賠
償
を

も
併
せ
謀
す
べ
き
旨
発
表
し
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
五
月
二
十
日
発
U
S
I
S
電
は
之
を
次
の
如
〈

述
べ
て
い
る
。

「
日
本
か
ら
の
賠
償
取
立
は
次
に
紀
す
物
件
の
引
波
〈
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
)
に
よ
っ
て
こ
れ
を

実
施
す
る
。
即
ち
、
現
在
の
臼
木
の
資
本
財
(
キ
ャ
ピ
タ
ル

・
エ
ク
イ
プ
メ
ン
ト

・
エ
ン
ド

・

フ
ァ
シ
リ
テ
イ
l
ズ
)
及
び
現
に
存
在
し
又
は
将
来
製
造
さ
れ
る
財
貨
に
し
て
極
東
委
員
会
の

設
定
し
た
政
策
乃
至
は
極
東
委
員
会
の
関
係
規
定
に
従
っ
て
賠
償
目
的
に
取
立
て
る
べ
き
も
の

と
指
定
さ
れ
た
も
の」

(
一

一

)

生
産
物
賠
償
方
式
採
用
の
理
由

今
回
賠
償
の
一
部
に
生
産
物
賠
償
方
式
が
採
用
さ
れ
た
理
由
は
決
の
如
く
考
え
ら
れ
る
。

山
設
備
賠
償
が
実
施
途
上
口
ス
多
く
不
経
請
な
る
こ
と
を
ド
イ
ツ
の
先
例
で
休
験
せ
る
こ
と

(
撤
去
設
備
の

一
八
%
し
か
利
用
出
来
な
か
っ
た
〉
。

ω
中
間
、
比
島
等
は
自
国
の
物
資
不
足
緩
和
の
為
生
産
物
賠
償
を
熱
望
し
て
居
り
、
米
国
も

之
等
諸
国
に
対
す
る
復
興
支
援
の
立
場
か
ら
之
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
。

聞
東
洋
諸
国
の
技
術
が
低
い
た
め
設
備
を
取
得
す
る
も
、
充
分
こ
れ
を
利
用
し
得
ざ
る
こ

L

」。

4
4
 

中
国
以
外
の
諸
国
向
設
備
賠
償
は
徒
に
輸
送
賞
倒
れ
と
な
る
こ
と
。

(
一
ニ
〉
生
産
物
賠
償
の
形
式

生
産
物
賠
償
に
よ
る
場
合
、
設
備
の
所
有
権
、
原
材
料
専
に
閥
し
種
々
の
組
合
せ
に
よ
る
運

営
方
式
が
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、

ω
設
備
所
有
権
を
日
本
人
に
残
し

的
材
料
を
日
本
側
で
翻
避
す
る
場
合

例
材
料
を
債
権
国
側
か
ら
供
給
す
る
場
合

間
設
備
所
有
権
を
債
権
回
に
移
し

ω
材
料
を
日
本
側
で
調
達
す
る
場
合

M
W
材
料
を
債
権
図
側
か
ら
供
給
す
る
場
合

が
考
え
ら
れ
る
。

七


